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「
日
昌
上
人
の
墓
碑
」
に
つ
い
て

整
理
番
号

題
額

題
額
揮
毫

碑
記
撰
文

碑
記
揮
毫

与
野
○
一

當
山
中
興
軆
具
院
日
昌
上
人

山
本
蠧
齋

山
本
蠧
齋

山
本
蠧
齋

鐫
刻

撰
文
建
碑
年

住
所

場
所

備
考

―

一
八
二
八
・
文
政
一
一

鈴
谷

妙
行
寺

一
．
は
じ
め
に

本
石
碑
は
、
妙
行
寺
中
興
の
祖
と
言
わ
れ
る
日
昌
上
人
の
墓
碑
で
あ
る
。

○
写
真
１

墓
碑
正
面

○
写
真
２

「
碑
記
」
部
分
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二
．
翻
刻
並
に
訳
注

■
翻
刻

◎
題
額

（
正
面
）

當
山

中
興

體
具
院
日
昌
上
徊

◎
碑
記

（
右
側
面
）

誠
實
積
善
志
有
餘
而
加
之
以
健
身
勤
修
厚
可
以
爲
全
美
也
故
先
哲
常
患
於
難

焉
于
茲
當
山
中
興
體
具
院
日
昌
聖
人
字
勝
恵
佐
州
相
川
之
産
也
師
於
總
州

正
中
山
法
蕐
經
寺
七
十
八
世
日
逢
聖
人
而
出
家
薙
度
矣
盖
進
席
於
飯
髙
檀
林

之
中
階
研
學
於
街
師
東
山
之
本
閤
矣
安
永
五
丙
申
年
聖
人
雖
來
于
此
寺
而
先

是
當
歴
代
十
九
世
忽
遇
祝
融
災
諸
堂
一
炬
成
焦

聖
人
忽
憫
之
於
此
囈
大
誓

願
日
夜
抽
丹
誠
而
再
建
堂
舎
況
於
財
噐
厨
具
哉
蹊
悉
不
完
備
緇
素
趣
願
豈
可

不
充
乎
本
山
八
十
五
世
日
虔
聖
人
感
其
勤
功
而
以
賜
本
尊
挂
幅
正
令
日
昌
聖

（
左
側
面
）

人
扇
當
山
復
興
之
祖
也
其
後
雖
數
薦
於
泉
州
玅
國
寺
之
住
職
固
辭
而
不
應
傍

結
小
房
遁
居
日
夜
讀
誦
妙
經
須
臾
無
怠
焉
毎
歳
登
詣
身
延
山
即
集
細
石
書
寫

於
六
萬
九
千
三
百
八
十
四
字
之
法
蕐
經
全
二
部
而
一
部
投
早
川
急
流
一
部
埋

七
面
山
麓
表
以
小
堂
奉
安
置
日
蓮
大
士
之
尊
像
矣
孚
是
修
善
忠
厚
大
徳
濟
勝

健
身
之
教
主
也
可
謂
能
盡
全
美
矣
殊
能
書
法
因
是
遠
近
諸
子
觸
教
受
者
數
百

人
壽
八
十
一
實
文
政
五
壬
午
年
正
月
六
日
也
定

而
示
寂
了
焉

文
政
十
有
一
年
歳
次
戊
子
三
月
二
十
八
日

尾
張
山
本
蠧
齋
謹
撰
併
書

（
背
面
）

文
政
十
一
戊
子
年
三
月
二
十
八
日

當
山
二
十
六
世
日
正
建
立

●
異
体
字
等

○
徊

人
。

○

兼
。

○
蕐

華
。

○
盖

蓋
。

○
亰

京
。

○

土
。

○
囈

發
。

○
噐

器
。

○
蹊

無
。

○
玅

妙
。

○

坐
。

■
訳
注
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●
本
文
（
い
わ
ゆ
る
旧
字
体
と
し
、
一
行
毎
に
改
行
し
た
）

◎
題
額

當
山
中
興
體
具
院
日
昌
上
人

◎
碑
記

誠
實
積
善
志
、
有
餘
。

而
加
之
以
健
身
勤
修
厚
、
可
以
爲
全
美
也
。

故
先
哲
常
患
於
難
兼
焉
。

于
茲
、
當
山
中
興
體
具
院
日
昌
聖
人
、
字
勝
惠
、
佐
州
相
川
之
産
也
。

師
於
總
州
正
中
山
法
華
經
寺
七
十
八
世
日
逢
聖
人
、
而
出
家
薙
度
矣
。

蓋
進
席
於
飯
髙
檀
林
之
中
階
、
研
學
於
京
師
東
山
之
本
閤
矣
。

安
永
五
丙
申
年
、
聖
人
雖
來
于
此
寺
、

而
先
是
、
當
歴
代
十
九
世
、
忽
遇
祝
融
災
、
諸
堂
一
炬
成
焦
土
。

聖
人
忽
憫
之
、
於
此
發
大
誓
願
、
日
夜
抽
丹
誠
而
再
建
堂
舎
。

況
於
財
器
厨
具
哉
、
無
悉
不
完
備
緇
素
。

趣
願
豈
可
不
充
乎
。

本
山
八
十
五
世
日
虔
聖
人
、
感
其
勤
功
、
而
以
賜
本
尊
挂
幅
、
正
令
日
昌
聖
人
扇
當
山
復
興
之
祖
也
。

其
後
雖
數
薦
於
泉
州
妙
國
寺
之
住
職
、
固
辭
而
不
應
。

傍
結
小
房
、
遁
居
、
日
夜
讀
誦
妙
經
、
須
臾
無
怠
焉
。

毎
歳
登
詣
身
延
山
、
即
集
細
石
、
書
寫
於
六
萬
九
千
三
百
八
十
四
字
之
法
華
經
、
全
二
部
。

而
一
部
投
早
川
急
流
、
一
部
埋
七
面
山
麓
表
、
以
小
堂
奉
安
置
日
蓮
大
士
之
尊
像
矣
。

孚
是
修
善
忠
厚
大
徳
濟
勝
健
身
之
教
主
也
。

可
謂
能
盡
全
美
矣
。

殊
能
書
法
。

因
是
遠
近
諸
子
、
觸
教
受
者
數
百
人
。

壽
八
十
一
、
實
文
政
五
壬
午
年
正
月
六
日
也
、
定
坐
而
示
寂
了
焉
。

文
政
十
有
一
年
歳
次
戊
子
、
三
月
二
十
八
日

尾
張
山
本
蠧
齋
謹
撰
併
書
。

文
政
十
一
戊
子
年
三
月
二
十
八
日

當
山
二
十
六
世
日
正
建
立

●
訓
訳

◎
碑
記

誠
實
に
し
て
積
善
の
志
に
餘
り
有
り
。

而
し
て
之
に
加
ふ
る
に
健
身
、
勤
修
の
厚
き
を
以
て
す
れ
ば
、
以
て
全
美
と
な
す
べ
し
。

故
に
先
哲
は
常
に
難
ね
兼
き
を
患
ふ
。

茲
に
、
當
山
中
興
の
體
具
院
日
昌
聖
人
、
字
は
勝
惠
、
佐
州
相
川
の
産
な
り
。

總
州
正
中
山
法
華
經
寺
七
十
八
世
日
逢
聖
人
に
師
し
て
、
出
家
薙
度
せ
り
。

蓋
し
席
を
飯
髙
檀
林
の
中
階
に
進
め
、
京
師
東
山
の
本
閤
に
研
學
す
。
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安
永
五
丙
申
年
、
聖
人
此
寺
に
來
る
と
雖
も
、

是
よ
り
さ
き
、
當
歴
代
十
九
世
、
忽
と
し
て
祝
融
の
災
に
遇
ひ
、
諸
堂
一
炬
に
し
て
焦
土
と
成
る
。

聖
人
忽
く
之
を
憫
れ
む
。
此
に
お
い
て
、
大
誓
願
を
發
し
、
日
夜

丹
誠
を
抽
し
て
堂
舎
を
再
建
す
。

ふ
か

あ
は

況
ん
や
財
器
厨
具
に
お
い
て
を
や
、
悉
く
完
備
せ
ざ
る
は
無
し
。

緇
素
の
趣
願
、
豈
に
充
た
さ
ざ
る
べ
け
ん
や
。

み

本
山
八
十
五
世
日
虔
聖
人
、
其
の
勤
功
に
感
じ
て
、
以
て
本
尊
の
挂
幅
を
賜
ひ
、
正
に
日
昌
聖
人
を
し
て

當
山
復
興
の
祖
と
扇
が
し
む
。
。

あ
ふ

其
の
後
、
數
々
泉
州
妙
國
寺
の
住
職
に
薦
め
ら
る
る
と
雖
も
、
固
辭
し
て
應
ぜ
ず
。

す
す

傍
に
小
房
を
結
び
て
遁
居
し
、
日
夜
妙
經
を
讀
誦
し
て
、
須
臾
も
怠
る
無
し
。

毎
歳
、
身
延
山
に
登
り
詣
り
、
即
ち
細
石
を
集
め
、
六
萬
九
千
三
百
八
十
四
字
の
法
華
經
を
書
寫
す
る

ま
い

こ
と
、
全
二
部
な
り
。、

而
し
て
一
部
は
早

川
の
急
流
に
投
じ
、
一
部
は
七
面
山
麓
に
埋
め
、
表
す
る
に
小
堂
を
以
て
し
て
、
日

は
や
か
わ

蓮
大
士
の
尊
像
を
奉
じ
安
置
す
。

孚

に
是
れ
、
修

善
忠
厚
大
徳
濟
勝
健
身
の
教
主
な
り
。

ま
こ
と

し
ゆ
ぜ
ん

能
く
全
美
を
盡
す
と
謂
ふ
べ
き
な
り
。

殊
に
書
法
を
能
く
す
。

是
に
因
り
て
遠
近
の
諸
子
、
教
受
に
觸
る
る
者
數
百
人
な
り
。

壽
八
十
一
、
實
に
文
政
五
壬
午
年
の
正
月
六
日
、
定

坐
し
て
示
寂
し
了
れ
り
。

じ
よ
う
ざ

文
政
十
有
一
年
歳
次
戊
子
、
三
月
二
十
八
日

尾
張
山
本
蠧
齋
謹
み
て
撰
し
併
び
に
書
す
。

文
政
十
一
戊
子
の
年
三
月
二
十
八
日
、

當
山
二
十
六
世
日
正
建
立
す
。

●
人
物

○
總
州
正
中
山
法
華
經
寺
七
十
八
世
日
逢
聖
人

順
了
院
勝
惠
。
天
明
五
（
一
七
八
五
）
年
、
五
十
八
歳

で
歿
し
て
お
り
、
生
年
は
享
保
六
（
一
七
二
一
）
年
。
法
華
経
寺
七
十
八
世
住
職
で
、
八
十
一
世
再
住
。

他
に
堺
の
広
普
山
妙
国
寺
二
十
四
世
住
職
も
つ
と
め
て
い
る
。

○
當
歴
代
十
九
世

妙
行
寺
歴
代
住
職
墓
域
に
、
「
施
主
日
昌
」
と
刻
ま
れ
た
、
十
六
世
か
ら
十
九
世
の

墓
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
「
十
九
世
日
崇
寛
政
九
年
巳
九
月
廿
四
日
」
と
あ
り
、
十
九
世
は
日
崇
で
あ
っ
た
。

ま
た
「
十
八
世
日
應
明
和
六
年
丑
十
月
十
四
日
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
没
年
だ
ろ
う
か
ら
、
日
崇
の
妙
行
寺

住
職
就
任
は
日
應
の
没
後
、
一
七
六
九
年
以
後
と
な
る
。
ま
た
、
日
崇
の
没
年
は
西
暦
一
七
九
七
年
に
あ

た
る
。
妙
行
寺
の
火
災
が
安
永
五
年
か
六
年
で
、
日
昌
上
人
の
妙
行
寺
住
職
就
任
が
そ
の
年
だ
と
す
る
と
、

日
崇
は
火
災
後
住
職
を
日
昌
に
譲
り
、
な
お
二
十
年
あ
ま
り
存
命
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

○
本
山
八
十
五
世
日
虔
聖
人

本
是
院
泰
静
。
文
化
十
二
（
一
八
一
五
）
年
、
七
十
六
歳
で
没
し
て
お
り
、

生
年
は
元
文
五
（
一
七
四
○
）
年
。
千
葉
飯
髙
檀
林
妙
雲
山
飯
髙
寺
二
百
十
三
世
住
職
、
千
葉
真
間
山
弘

法
寺
四
十
世
住
職
、
堺
妙
国
寺
二
十
五
世
住
職
も
つ
と
め
た
。

○
尾
張
山
本
蠧
齋

不
詳
。

○
當
山
二
十
六
世
日
正

妙
行
寺
に
立
つ
日
正
の
墓
石
に
は
「
堺
妙
國
寺
卅
二
世

當
山
二
十
六
世

正

禪
院
日
正
聖
人

嘉
永
二
歳
次
己
酉

正
月
二
十
三
日
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、『
日
蓮
宗
事
典
』

の
「
広
普
山
妙
国
寺
」
の
項
に
は
「
三
十
世

本
章
院
日
任

嘉
永
二
（
一
八
四
九
）
寂
」
「
三
十
二
世

順
妙
院
日
泰

元
治
元
（
一
八
六
四
）
寂
」
と
あ
り
、
日
正
の
名
は
見
え
な
い
。
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●
注

○
誠
實

ま
ご
こ
ろ
が
あ
っ
て
ま
じ
め
な
こ
と
。

○
積
善

善
行
を
重
ね
る
。
「
周
易
」
坤
卦
文
言
伝
に
「
積
善
之
家
、
必
有
餘
慶
（
善
を
積
ん
だ
家
で
は

必
ず
福
が
子
孫
に
及
ぶ
）」
と
あ
る
。

○
健
身

熟
語
は
な
い
が
、
健
や
か
な
身
体
。

○
全
美

完
全
で
美
し
い
こ
と
だ
が
、「
美
」
は
立
派
の
意
味
が
あ
る
。
な
ら
ば
、
完
全
に
立
派
。

○
先
哲

特
に
誰
か
を
指
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
一
般
的
に
述
べ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

○
難
兼

心
・
精
神
的
な
正
し
さ
と
身
体
的
な
頑
強
さ
を
兼
ね
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

○
佐
州

佐
渡
の
国
。

○
相
川

佐
渡
北
部
の
地
名
。
も
と
小
さ
な
漁
村
だ
っ
た
が
、
金
鉱
が
発
見
さ
れ
、
金
山
が
開
か
れ
て
か

ら
栄
え
、
江
戸
時
代
中
頃
は
、
当
時
と
し
て
の
大
都
市
で
あ
っ
た
。

○
師

師
事
す
る
。

○
總
州
正
中
山
法
華
經
寺

現
千
葉
県
市
川
市
に
あ
る
日
蓮
宗
大
本
山
の
寺
院
。
千
葉
氏
の
被
官
で
あ
っ

た
富
木
常
忍
が
、
日
蓮
の
た
め
に
自
邸
に
法
華
堂
を
造
営
し
、
彼
に
安
息
と
執
筆
の
場
を
提
供
し
た
の
が

始
ま
り
と
さ
れ
る
。
日
蓮
の
没
後
、
常
忍
は
出
家
し
、
法
華
堂
を
法
華
寺
と
改
め
、
初
代
住
持
と
な
る
。

室
町
時
代
に
は
、
法
華
経
寺
の
寺
名
が
誕
生
し
、
中
山
門
流
の
祖
と
し
て
栄
え
、
末
寺
は
三
百
を
超
え
た

と
言
わ
れ
る
。

○
薙
度

薙
髪
得
度
の
略
。
髪
を
剃
っ
て
出
家
す
る
こ
と
。

○
進
席

入
学
す
る
こ
と
だ
ろ
う
。

○
飯
髙
檀
林

天
正
八
（
一
五
八
○
）
年
に
開
か
れ
た
日
蓮
宗
僧
侶
の
学
問
所
。
明
治
七
（
一
八
七
四
）

年
廃
壇
。
現
千
葉
県
匝
瑳
市
、
か
つ
て
の
八
日
市
場
町
に
あ
っ
た
。

○
中
階

不
詳
だ
が
、
檀
林
の
学
校
を
指
す
だ
ろ
う
。

○
研
學

熟
語
は
無
い
が
、
研
鑽
学
問
に
つ
と
め
た
こ
と
だ
ろ
う
。

○
京
師
東
山
之
本
閤

閤
は
、
中
央
官
庁
、
ま
た
高
殿
。
こ
こ
で
は
、
本
閤
で
、
本
殿
く
ら
い
の
意
味
で

あ
ろ
う
。
現
在
、
京
都
市
東
山
区
に
あ
る
本
圀
寺
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
本
圀
寺
は
、
日
蓮
宗
大
本
山
（
霊

跡
寺
院
）
で
、
山
号
は
大
光
山
。
日
蓮
が
鎌
倉
に
築
い
た
法
華
堂
が
起
源
と
さ
れ
、
貞
和
元
（
一
三
四
五
）

年
、
四
祖
日
静
の
と
き
に
京
都
へ
移
っ
た
。
六
条
門
流
の
祖
と
し
て
皇
室
か
ら
も
尊
崇
さ
れ
、
日
蓮
宗
西

の
拠
点
と
し
て
栄
え
る
。
門
流
所
属
の
学
徒
を
教
育
す
る
学
室
が
設
け
ら
れ
、
永
禄
年
間
（
一
五
五
八
～

七
○
）
に
は
、
特
に
「
学
道
」
と
呼
ば
れ
、
多
く
の
学
徒
を
集
め
て
教
育
し
た
。

○
安
永
五
丙
申
年

西
暦
一
七
七
六
年
。
日
昌
は
、
三
十
五
歳
。

○
祝
融

中
国
の
伝
説
上
の
火
の
神
。
転
じ
て
火
事
を
言
う
。

○
當
歴
代
十
九
世
忽
遇
祝
融

妙
行
寺
に
立
つ
「
天
明
元
年
題
目
塔
」
に
「
東
永
山
碑
銘
並
序
」
と
い
う

文
章
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
火
災
は
安
永
六
年
の
こ
と
で
、
再
建
の
た
め
に
日
昌
上
人
が

派
遣
さ
れ
て
き
た
と
い
う
。
本
碑
の
「
日
昌
上
人
が
安
永
五
年
に
妙
行
寺
に
来
た
」
と
す
る
記
述
と
食
い

違
い
が
あ
る
。

○
忽

忽
は
、
流
れ
る
。
文
意
が
通
じ
な
い
。
㴱
の
誤
記
で
は
な
い
か
。
㴱
は
、
深
い
。
今
こ
れ
に
従
う
。

○
憫

気
の
毒
に
思
う
。

○
大
誓
願

お
お
い
な
る
誓
い
。

○
抽

抜
き
出
す
。
抽
心
は
、
こ
こ
ろ
、
ま
ご
こ
ろ
を
表
す
こ
と
。

○
丹
誠

ま
ご
こ
ろ
。
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○
財
器

財
産
器
物
。

○
厨
具

熟
語
は
な
い
が
、
鍋
釜
な
ど
の
厨
房
の
道
具
の
こ
と
だ
ろ
う
。

○
緇
素

黒
い
衣
と
白
い
衣
。
僧
侶
と
俗
人
。

○
趣
願

熟
語
は
な
い
が
、
意
図
や
願
い
、
だ
ろ
う
。

○
勤
功

仕
事
を
励
み
行
う
。
功
は
事
に
同
じ
。

○
本
尊

日
蓮
宗
で
は
、
三
宝
尊
。
三
宝
は
仏
・
法
・
僧
だ
が
、
日
蓮
宗
の
あ
る
解
釈
で
は
、
釈
迦
如
来

・
法
華
経
・
日
蓮
を
三
宝
に
あ
て
る
。

○
挂
幅

掛
幅
。
掛
け
軸
。
仏
画
と
、
「
南
無
妙
法
蓮
華
経
」
の
文
字
、
及
び
日
蓮
の
画
像
が
書
か
れ
て

い
る
の
で
あ
ろ
う
。

○
扇

あ
お
ぐ
。
宣
揚
す
る
、
と
解
し
た
。

○
泉
州
妙
國
寺

日
蓮
宗
由
緒
寺
院
。
山
号
は
広
普
山
。
永
禄
五
（
一
五
六
二
）
年
の
建
立
開
山
。
大
伽

藍
を
誇
っ
た
が
し
ば
し
ば
火
災
に
あ
い
、
灰
燼
に
帰
し
て
は
再
建
さ
れ
た
。
本
能
寺
の
変
の
際
、
徳
川
家

康
が
こ
の
寺
に
宿
泊
し
て
お
り
、
寺
僧
な
ど
の
手
引
き
で
脱
出
し
た
と
伝
え
る
。

○
傍

妙
行
寺
本
堂
の
傍
ら
で
あ
ろ
う
か
。

○
遁
居

隠
居
。

○
妙
經

あ
り
が
た
い
お
経
。
法
華
経
を
指
す
。

○
身
延
山

山
梨
県
の
山
で
あ
る
が
、
日
蓮
宗
総
本
山
久
遠
寺
の
山
号
で
も
あ
る
。
甲
斐
国
の
地
頭
南
部

実
長
が
佐
渡
の
流
刑
を
終
え
た
日
蓮
を
ま
ね
い
た
草
庵
が
始
ま
り
と
さ
れ
る
。
日
蓮
の
布
教
の
根
拠
地
と

な
り
、
蒙
古
軍
退
散
を
祈
念
し
た
の
も
こ
の
地
で
あ
っ
た
。
末
寺
は
九
百
を
超
え
た
と
い
わ
れ
る
。

○
早
川

現
在
の
山
梨
県
早
川
町
か
ら
身
延
町
に
か
け
て
流
れ
る
河
川
。
富
士
川
の
支
流
の
中
で
も
急
流

で
あ
っ
た
。

○
七
面
山

山
梨
県
の
山
だ
が
、
身
延
山
と
隣
接
し
、
一
部
は
久
遠
寺
の
寺
領
で
あ
る
。

法
華
経
を
守

護
す
る
と
い
う
七
面
大
明
神
を
祀
る
他
、
日
蓮
宗
に
関
わ
る
霊
場
聖
地
や
寺
院
が
た
く
さ
ん
あ
る
。

○
奉
安
置

奉
じ
て
安
置
す
る
。

○
修
善

善
を
行
う
こ
と
。

○
忠
厚

ま
ご
こ
ろ
が
あ
り
、
親
切
で
丁
寧
。

○
大
徳

優
れ
た
徳
を
備
え
た
人
。
仏
教
で
は
高
僧
、
長
老
な
ど
の
敬
称
。

○
濟
勝

名
勝
を
渡
り
あ
る
く
。

○
教
主

教
化
を
施
す
人
。
僧
侶
の
こ
と
。

○
教
受

熟
語
は
無
い
が
、
教
授
と
同
じ
で
は
な
い
か
。

○
文
政
五
壬
午
年

西
暦
一
八
二
二
年
。
八
十
一
歳
で
亡
く
な
っ
て
お
り
、
生
年
は
、
寛
保
二
（
一
七
四

二
）
年
。

○
定
坐

正
身
端
座
、
座
禅
。

○
示
寂

寂
は
寂
滅
、
円
寂
の
略
で
、
ニ
ル
ヴ
ェ
ー
ナ
（
静
ま
る
こ
と
、
や
す
ら
ぎ
）
の
意
。
ニ
ル
ヴ
ェ

ー
ナ
を
示
現
す
る
こ
と
で
、
特
に
高
僧
が
亡
く
な
る
こ
と
。

○
文
政
十
有
一
年

西
暦
一
八
二
八
年
。

●
口
語
訳

【
「
全
美
」
の
人
格
の
難
し
さ
】

ま
ご
こ
ろ
が
あ
っ
て
真
面
目
で
、
子
孫
に
余
慶
が
及
ぶ
ほ
ど
善
行
を
積
む
こ
と
に
志
す
。

さ
ら
に
こ
れ
に
健
康
な
身
体
と
慎
み
つ
と
め
る
こ
と
が
手
厚
い
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
「
全
美
（
完
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全
に
立
派
な
人
物
）
」
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

先
哲
た
ち
は
、
こ
う
し
た
美
徳
を
完
備
す
る
こ
と
の
難
し
さ
に
思
い
を
悩
ま
せ
続
け
た
の
で
あ
っ
た
。

【
日
昌
上
人
の
紹
介
】

こ
こ
に
紹
介
す
る
当
山
中
興
の
人
、
日
昌
上
人
は
、
字
は
勝
恵
で
、
佐
渡
の
相
川
の
出
身
で
あ
る
。

下
総
中
山
の
、
正
中
山
法
華
経
寺
七
十
八
世
日
逢
聖
人
に
師
事
し
て
、
出
家
得
度
し
た
。

次
い
で
下
総
飯
髙
の
飯
髙
檀
林
に
入
学
し
て
法
を
学
び
、
さ
ら
に
京
都
東
山
の
本
圀
寺
で
研
鑽
を
積
ん

で
学
問
を
深
め
た
。

そ
し
て
安
永
五
年
丙
辰
の
歳
、
こ
の
妙
行
寺
に
住
持
と
し
て
赴
任
し
た
の
で
あ
る
。

【
妙
行
寺
の
火
災
灰
燼
と
日
昌
に
よ
る
再
建
】

そ
れ
よ
り
以
前
の
こ
と
だ
が
、
当
妙
行
寺
十
九
世
日
応
の
と
き
、
突
然
火
災
が
発
生
し
、
伽
藍
は
す
べ

て
灰
燼
に
帰
し
、
焦
土
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

そ
こ
へ
赴
任
さ
れ
た
日
昌
上
人
は
、
深
く
こ
の
こ
と
を
い
た
み
、
再
建
す
る
と
の
大
い
な
る
誓
い
を
立

て
、
日
夜
真
心
を
尽
く
し
て
奮
闘
し
、
つ
い
に
堂
舎
を
再
建
す
る
に
至
っ
た
。
寺
の
財
産
器
物
や
修
行
・

生
活
の
道
具
な
ど
も
す
べ
て
完
備
し
た
。

僧
侶
や
檀
家
た
ち
の
、
再
建
の
願
い
は
、
見
事
に
果
た
さ
れ
た
。

【
日
昌
上
人
の
顕
彰
】

妙
行
寺
の
本
寺
で
あ
る
法
華
経
寺
八
十
五
世
の
日
虔
聖
人
は
、
日
昌
の
励
ん
だ
仕
事
に
感
じ
、
本
尊
の

掛
け
軸
を
賜
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
日
昌
聖
人
を
、
妙
行
寺
「
復
興
の
祖
」
と
し
て
宣
揚
し
た
。

【
再
建
後
の
日
昌
上
人
の
事
跡
】

そ
の
の
ち
、
和
泉
国
の
堺
に
あ
る
由
緒
寺
院
妙
国
寺
の
住
職
に
推
薦
さ
れ
た
が
、
上
人
は
固
辞
し
て
そ

れ
に
応
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。

そ
し
て
本
堂
の
傍
ら
に
小
さ
な
僧
坊
を
作
っ
て
隠
居
し
、
日
夜
法
華
経
を
読
誦
し
て
、
少
し
も
怠
る
こ

と
が
な
か
っ
た
。

毎
歳
身
延
山
に
登
り
、
久
遠
寺
に
詣
っ
た
。
細
か
な
石
を
集
め
、
六
万
九
千
三
百
八
十
四
字
の
法
華
経

を
書
写
し
た
も
の
二
部
を
作
成
し
た
。
そ
し
て
一
部
は
、
身
延
山
を
流
れ
る
早
川
の
急
流
に
投
じ
、
も
う

一
部
は
、
七
面
山
の
麓
に
埋
め
、
小
堂
を
立
て
て
印
と
し
、
そ
の
小
堂
に
日
蓮
大
士
の
尊
像
を
奉
じ
て
安

置
し
た
。

【
全
美
の
人
、
日
昌
上
人
】

ま
こ
と
に
日
昌
上
人
こ
そ
、
善
を
行
い
、
ま
ご
こ
ろ
が
あ
っ
て
親
切
で
、
優
れ
た
徳
を
備
え
、
身
延
山

な
ど
の
聖
地
を
渡
り
あ
る
く
健
や
か
な
身
体
の
持
ち
主
の
大
僧
侶
で
あ
る
。
完
全
に
立
派
な
「
全
美
」
を

体
現
し
た
人
物
だ
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

【
書
の
教
師
と
し
て
の
日
昌
上
人
】

上
人
は
特
に
書
法
に
優
れ
て
い
た
。

そ
こ
で
、
上
人
の
教
え
に
接
し
よ
う
と
し
て
遠
近
か
ら
や
っ
て
く
る
も
の
は
数
百
人
に
上
っ
た
。

【
上
人
の
示
寂
】

御
年
八
十
一
歳
の
と
き
、
文
政
五
年
壬
午
の
歳
の
正
月
六
日
、
身
を
正
し
て
端
座
し
、
座
禅
の
ま
ま
静

か
に
逝
去
し
た
。

【
記
事
】

文
政
十
一
年
戊
子
の
歳
三
月
二
十
八
日
、
尾
張
藩
の
山
本
蠧
齋
が
、
謹
ん
で
撰
文
し
、
並
び
に
文
字
を

書
し
た
。

文
政
十
一
年
戊
子
の
歳
の
三
月
二
十
八
日
、
当
山
二
十
六
世
の
日
正
が
建
立
し
た
。
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三
．
資
料

（
一
）「
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
」
巻
一
五
五

足
立
郡
之
二
十
一

與
野
領

◎
鈴
ヶ
谷
村
：
寺
院

○
妙
行
寺

「
日
蓮
宗
、
下
總
國
中
山
法
華
經
寺
末
、
東
永
山
心
淨
寺
と
號
す
、
慶
安
二
年
＊
１

八
月
寺
領
十
石
の
朱
印

を
賜
ふ
、
本
尊
三
寶
及
び
祖
師
の
像
を
安
ず
、
往
古
は
禪
宗
な
り
し
が
、
應
永
の
頃
僧
日
英
な
る
者
改
宗

せ
し
よ
り
是
を
開
山
と
す
、
同
じ
き
三
十
年
＊
２

八
月
十
日
示
寂
せ
り
と
、
墓
所
に
善
行
院
道
榮
□
□
壬
子

＊
３

十
二
月
十
二
日
太
田
十
郎
＊
４

殿
家
中
森
筑
前
守
＊
５

と
ほ
り
た
る
石
碑
あ
り
、
是
は
村
民
儀
右
衛
門
が
先

祖
な
り
と
い
え
へ
ど
も
、
其
詳
な
る
こ
と
を
知
ら
ず
、［
鐘
樓
］
享
保
年
中
再
造
の
鐘
を
か
く
、
」

＊
１
慶
安
二
年

西
暦
一
六
四
九
年
。

＊
２
応
永
三
十
年

西
暦
一
四
二
三
年
。

＊
３
□
□
壬
子

北
条
氏
房
生
誕
後
の
直
近
で
は
、
慶
長
十
七
（
一
六
一
二
）
年
が
壬
子
の
歳
。

＊
４
太
田
十
郎

北
条
氏
房
か
。
永
禄
八
（
一
五
六
五
）
年
か
ら
天
正
二
十
（
一
五
九
二
）
年
。
別
名
、
菊
王
丸
、
十
郎
。

北
条
氏
政
の
四
男
で
、
太
田
源
五
郎
の
養
子
と
な
る
。
岩
付
城
主
。「
軍
記
物
等
に
は
「
太
田
十
郎
氏
房
」
と
あ
る
が
本
人

は
太
田
姓
を
名
乗
っ
た
形
跡
は
な
く
北
条
姓
で
、
岩
付
殿
と
呼
ば
れ
た
」（
『
後
北
条
氏
家
臣
団
人
名
辞
典
』
東
京
堂
出
版
、

二
○
○
六
年
）
。
天
正
十
五
（
一
五
八
七
）
年
に
、
城
下
の
加
倉
に
浄
国
寺
を
建
立
し
た
。
同
年
づ
け
の
、
氏
房
が
与
野
郷

周
辺
の
堤
防
築
造
を
命
じ
た
古
文
書
（
「
太
田
氏
房
印
判
状
」）
が
市
指
定
有
形
文
化
財
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
（
『
与
野
市

史
調
査
報
告
書
』
第
一
集
（
一
九
七
六
年
）
、『
与
野
市
の
文
化
財
』（
一
九
八
八
年
）
）
。
そ
れ
に
は
宛
名
と
し
て
「
与
野
郷

百
姓
中
」
や
「
小
代
官
大
窪
」
の
名
が
見
え
る
。
当
時
の
与
野
郷
は
旧
与
野
市
域
よ
り
広
く
、
旧
浦
和
市
の
大
久
保
地
域

ま
で
を
含
ん
で
い
た
。

＊
５
森
筑
前
守

不
詳
。

（
二
）「
武
蔵
国
郡
村
誌
」
巻
之
十

◎
鈴
谷
村
：
仏
寺

○
妙
行
寺

「
竪
四
十
三
間
横
四
十
間
面
積
千
七
百
五
十
坪
村
の
中
央
に
あ
り
日
蓮
宗
下
総
国
中
山
村
法
華
経
寺
の
末

派
な
り
（
以
下
「
風
土
記
稿
」
か
ら
引
用
）」

四
．
主
な
参
考
資
料

①
翻
刻

・
『
埼
玉
県
教
育
史
金
石
史
料
』
上
（
昭
和
四
三
（
一
九
六
八
）
）。

・
『
与
野
市
史
』
中
・
近
世
史
料
篇
「
第
二
編
近
世
資
料
」「
（
一
）
与
野
の
先
人
～
そ
の
学
問
と
文
芸
～
」

「
（
５
）
金
石
文
」「

日
昌
上
人
の
墓
碑
銘
」（
昭
和
五
七
（
一
九
八
二
）
）
。

44

②
論
文
な
ど

・
な
し
。

以
上

二
○
二
四
年
二
月

薄
井
俊
二
訳
す


